
ホワイトニング化粧品が美白訴求からブライトニング訴求に

変わって来ましたが、その中でも「肌の透明感」という表現が

確実に増えています。この透明感とは決して透明ではなく

「感」という見た目の印象なのですが、業界で定義が

定まっていないように思われます。

私もかつて商品開発をしている時期に肌の透明感を研究

して定義をしたことがあります。その研究経験を基に現在の

研究動向や訴求方法について科学的に解析してみます。

Beauty Science Seminar
ビューティサイエンスセミナー（オンライン）

透明感のある美しい肌の科学
理想の肌状態とされる肌の透明感を徹底科学する

講師紹介 

ビューティサイエンティスト 岡 部 美 代 治
 コーセー研究所を経て、アルビオンにて商品開発、マーケティング等を担当し、2008年独立。

 現在は美容コンサルタントとして活動。商品開発アドバイス、美容教育アドバイスなどを行う他、講演や雑誌取材なども多い。

 化粧品の基礎から製品化まで研究してきた多くの経験をもとに、スキンケアを中心とした美容全般を解りやすく解説し、

 正しい美容情報を発信している。 VOCE １月号、マキア １月号、フレグランスジャーナル １１月号 掲載中。

主催  ビューティサイエンスの庭 東京都台東区東上野3-33-9 森田ビル201
Tel. 03-6662-7800 E-mail. info＠beautysci.jp

お申し込み方法
   ビューティサイエンスの庭 サイトwww.beautysci.jp セミナー開催情報よりお申し込みください。

 

2024年
1月23日（火）
19:00～21:00

（オンライン参加18:50～）

Ｚｏｏｍにて開きます
開催日前日までに

参加URLや資料をメールで
連絡します。

参加費：5,000円
（振り込み）

オンラインセミナーの参加費の振込先は折り
返しメールを出します。

セミナー内容

●透明と透明感の違い

●肌の構造と透明感の関係

●肌の透明感に関する研究動向  

●肌の透明感訴求の展望
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